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Abstract
　In August of 2018, one of the authors (SC) investigated the air radiation dose (1m above the ground, γray) 
at two areas in Fukushima Prefecture. At the central part in Motomiya City, the range of the radiation was 0.07
～1.71μSv/h, and the average value was 0.22μSv/h. There were considered about the annual change of the 
radiation dose rate of the spots of a high radiation dose rate. The result is as, in many spots, the radiation dose 
rate decreased in 2017, had risen in 2018. The cause is unknown. We intend to continue investigating and to 
clarify this cause.
　At the Mt. Yomogida-dake area, the range of the radiation was 0.08～1.20μSv/h, and the average value was 0.30
μSv/h. On the basis of these measured values, the attenuation tendency of the radiation dose in the spots of the 
high radiation dose rate were considered. As a result, the tendency of radiation attenuation was found to be small 
for wide ridgeline and large for narrow ridgeline. In addition, in the middle stage of the slope, it was estimated that 
the dose rate varies depending on the ratio of the inflow amount of radioactive material and the outflow amount.
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1．はじめに
2 0 1 1年 3月 1 1日の東北地方太平洋沖地震

（Mw9.0）とその津波により，福島県双葉町・大
熊町にある福島第一原子力発電所は総電源を喪
失し，原子炉及び核燃料プールの冷却ができな
い状況に陥った．その後，圧力容器のベントや
原子炉建屋内の水素爆発などのために，放射性
物質が漏出し，大気中及び海洋に大量に飛散し
た（(財)日本国際問題研究所／軍縮・不拡散促進
センター2011：松村ほか2011）このため，福島県
を中心とする地域は，放射性物質に濃厚に汚染
された（第１図）．
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第１図　原発事故による福島県の汚染地図
　　　　早川（2013）の地図を使用した．
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第１図　原発事故による福島県の汚染地図
　　　　早川（2013）の地図を使用した． 第２図　本宮市中心部の2018年の空間放射線量率の分布図
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著者らは，原発事故に伴う放
射性物質の汚染状況について継
続的に報告してきた（千葉2011・
2012ほか：千葉ほか2013・2014・
2015・2016・2017・2018：鈴木
ほか2014：千葉2013：千葉2015：
千葉2017・2018・2019）．この中
で，本宮市と蓬田岳については，
継続的に報告してきた． 
本報告では，2018年8月の本宮

市中心部および蓬田岳の空間放
射線量率（地上1 m，γ線，μSv/
h）を報告する．また，空間放射線量率の経年変化を考察する．空間放射線量率の実測は，徒歩，地上
1 m，機器は日立製TCS-172B（2018年1月校正）である．TCS-172Bは毎年1月に校正している．

2011年3月の福島第一原発事故では，初期の放出物には比較的半減期の短い放射性物質が大量に含ま
れていた．しかし，2011年6～7月には，放射線源の主体は134Csと137Csになっていた（高エネルギー加速
器研究機構2011：松村ほか2011：日本国際問題研究所／軍縮・不拡散促進センター2011）．その量比は，
2011年４月８日で134Cs：137Cs≒約1：1である（高エネルギー加速器研究機構2011）．放射能は指数関数に
従って減衰し，その比率は半減期の違い（134Cs：2.06年，137Cs：30.06年）で変化する（第1表）．

第1表　放射性セシウムの放射線量の減衰割合

第２表　本宮市中心部の空間放射線量率の変化（2016年～2018年）

２．本宮市中心部
ａ．空間放射線量率（地上１ⅿ）
本宮市中心部（栄田，花町，太郎丸，石塚，葭ケ入，山田，兼谷平）を，2018年8月8・10・13・14・

15・16・21・22日に調査した（第２図）．調査地域の地形は，南西側に丘陵があり，北東側に向って低
くなっている．測定点は2356，空間放射線量率（地上1 m，γ線）は0.07～1.71μSv/hであり，平均値は
0.22μSv/hである．また，図中のα・βは2018年に新たに調査した場所である．
b．考察
本考察では，2018年8月の空間放射線量率（地上1 m，γ線）をもとに，公的除染後の2016年から2018
年の空間放射線量率の推移を検討する．なお，公的な除染作業は，2015年秋から2016年春に行われた．
住宅の除染では，建物及び庭を中心に行われ，植木は対象から外された（必要な場合は自費）．このた
め，植木では未だに高い空間放射線量率が確認できる．
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第３表　本宮市における高い放射線量率の地点の経年変化（公的除染後）

空間放射線量率（平均値）の減衰率（当年値/前年値）を検討する（第２表）．2016年は公的除染（2015
年秋～2016年春）の後で前年比0.63と大幅に低下した．2017年は0.80と順調に低下した．しかし，2018
年は0.99とほぼ横ばいであった．理論上の減衰率は0.88である（第1表）．
次に，「高い空間放射線量率の地点」について，「空間放射線量率が高い理由」と「場所が移動しない
理由」を考察する．実測値から，高い空間放射線量率の地点は，大半で移動がない．この原因は，千
葉（2017）でも考察している．本地域ではアスファルトやコンクリートなどの不透水性の地表面が多
い．このため，原発事故由来の放射性物質は，土壌への浸透が少なく，雨水と一緒に移動する．水に
含まれる「放射性物質を含んだ物質」は，流速の低下するところや障害物があるところに到達すると，
水のみが移動し「放射性物質を含んだ物質」は置き去られる．具体的な場所は，斜面傾斜が緩やかに
なる場所や窪地，物性が変化する場所（例えば，アスファルトから草地に変わる場所）などである．
このため，特定の場所に放射性物質が集まりやすく，高い空間放射線量率となる．

「 高い空間放射線量率の地点（ A ~ L ,第２図 ）」 について ,空間放射線量率の変化
（2016→2017,2017→2018）を考察する（第３表）.これらは,３つに大別できる.一つ目は「JKL」で「空間
放射線量率が低下している地点」である.二つ目は「B」で「空間放射線量率が２年連続で上昇してい
る地点」である.三つ目は「ACDEFGHI」で,「空間放射線量率が2017年は低下したが2018年は上昇した
地点」である.「H」の測定値は,2017年と2018年は同じである.しかし,放射能自体は減衰するので,実質
的にはHの空間放射線量率は上昇したと見てよい.次に考察をする.一つ目の代表として「K」を取り上
げる.Kは,地形的に南西が高く北東側が低い.したがって,放射性物質を含んだ水が南西側から継続的に
流れてくると考えられる.さらに, Kの北東側にコモチマンネングサ（背の低い草）が密生する.このた
め,放射性物質を含んだ水が,密生したコモチマンネングサで漉し取られ,放射性物質がここに濃集した
と考えられる.また,原発から放射性物質が新たに飛来したとの報道はない.このため,水とともに流下
する放射性物質は徐々に少なくなり,空間放射線量率も徐々に低下していると考えられる.次に,二つ目
の「B」について考える.位置は,国道４号線脇の約35度の斜面で,ここには高さ約1 mの草が密生してい
る.また,隣接する国道４号線は,南側が高い緩傾斜が約1 km続いている.このため,この付近では,雨のた
びに放射性物質を含んだ水が南から北へと継続的に移動していると考えられる.この流れの一部がBの
斜面も流れ込み,放射性物質が草で漉しとられ集積したと考えられる.三つ目は「空間放射線量率が2017
年は低下したが2018年は上昇した地点」である.現時点で,福島第一原子力発電所から新たな放射性物質
の飛来は報じられていない.Fは前年比1.78と増加率が大きい.ここは,人によるゴミの投棄の痕があり,人
為的な要因の可能性が高い.Cも畑の脇で同様である.「ADEGHI」の６地点については,実測の状況から
見ると,人為的原因は考えにくい.また,測定器自体も毎年校正しているので正確である.したがって,現時
点では原因はわからない.今後も継続観察を行い,原因を追究していきたい.
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３．蓬田岳
ａ．空間放射線量率（地上１ⅿ） 

2018年8月20日，蓬田岳を調査した（第
３図）．空間放射線量率の実測は，徒歩
で， 地上1 mのγ線の値である． 測定
機器はRAE社製GammaRAEⅡRである．
GammaRAEⅡRは実測において日立アロカ
製TCS-172Bと同等の値を表示する．測定
点は140，空間放射線量率（地上1 m） は0.08
～1.20μSv/h，平均は0.30μSv/hである（第
４図）．
b．考察
蓬田岳の空間放射線量率の測定は，2011
年から年１回行ってきた（千葉ほか2013・
2014・2015・2016・2017・2018）．直近３
年の空間放射線量率の平均値は，2016年
（0.37μSv/h），2017年（0.32μSv/h），2018
年（0.30μSv/h）と低下している（第４図）．
前年比は，2016年（0.88），2017年（0.80），
2018年（0.94）である．また，放射性セシ
ウムの放射能の減衰割合は，直近３年では
前年比0.86～0.89である（第１表）．
次に，「高い空間放射線量率の地点（第
３図で数値記載の地点）」について，2016
年・2017年・2018年の空間放射線量率の推
移を考察する（第３図・第４図）．高い空
間放射線量率の地点を，A，B，Cに区分
した（第３図）．Aは，「空間放射線量率が，
大きく変動しなかった地点」である．Aの地形は尾根で，幅が広く，傾斜も緩やかである．このため，
放射性物質は移動が少なく土壌中に定着しているものと考えられる．直近３年間の測定では，高い空
間放射線量率の地点の移動はない．Bは，「空間放射線量率の低下が顕著な地点」である．空間放射線
量率は，2016年（1.07μSv/h），2017年（0.90μSv/h），2018年（0.71μSv/h），前年比では，2016年（0.96），
2017年（0.84），2018年（0.79）と，最近ほど減少率が大きくなっている．Bの地形は，痩せ尾根であり，
さらに，尾根自体が馬の鞍状の窪地になっている．このため，尾根上にある放射性物質は，主に雨水
と伴にこの鞍状の窪地に流入する．しかし，痩せ尾根のため，今度は両側の斜面に流出すると考えら
れる．また，原発事故起源の放射性物質については，新たな飛来は報道されていない．したがって，
この窪地への放射性物質の流入自体が減少していると考えられる．以上から，Bでは放射性物質の流
出量が流入量を上回っているため，空間放射線量率の減少が顕著になったと考えられる．Cは，「空間
放射線量率の上昇と下降が見られる地点」である．地形的に見ると，Cは谷の中ほどにある．Cの周辺
は急斜面であるが，Cの場所のみは階段の踊り場のように緩傾斜になっている．放射性物質は水とと
もに運搬され，急斜面では運搬され，緩斜面では堆積する．これらのことから，放射性物質が一時的
にCに滞留すると考えられる．したがって，放射性物質の流入量と流出量の割合の変化により，空間
放射線量率も増減したと考えられる．

第３図　蓬田岳の2018年の空間放射線量率の分布図
　　　　国土地理院の1/2.5万 地形図を使用した．

第４図　蓬田岳の空間放射線量率の変化（2016年～2018年）
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日本語要旨
2018年8月に，本宮市中心部と蓬田岳の空間放射線量率（高さ1 m,γ線）を測定した．本宮市中心部

（測定2356地点）では，0.07～1.71μSv/h，平均値は0.22μSv/hであった．蓬田岳（測定140地点）では，
0.08～1.20μSv/h，平均値は0.30μSv/hであった．
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2016年・2017年・2018年の「高い空間放射線量率の地点」について考察した．本宮市中心部では，「空
間放射線量率が低下している地点」「空間放射線量率が２年連続で上昇している地点」「空間放射線量
率が2017年は低下したが2018年は上昇した地点」に３区分し考察した．蓬田岳では，「空間放射線量率
が大きく変動しなかった地点」「空間放射線量率の低下が顕著な地点」「空間放射線量率の増加と減少
がみられる地点」に３区分し考察した．
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